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内容 

 本書は長年，裁判所職員の研修所における教科書として親しまれてきたもので，昭和４７年１０月発行以来，
法律を学ぶ方々にとって刑事訴訟法の基本書として愛用されてきたベストセラーです。今回の四訂補訂版は，
新たに出た判例等が多数補充され，説明が加えられたものです。 
序論で刑事訴訟法の基礎原理について，本論で訴訟手続について一連の流れに沿って解説がされていま

す。これから刑事訴訟法を学ぼうとする方から，法学部生や法科大学院生等の理解を深めたい方まで幅広く活
用できる一冊です。  
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